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森田 博 
                 初任者研修公開授業 6 月 4 日(金) 

顕微鏡アトマⅡと電子黒板と 

ロイロノートはこう使う Vol.４ 

CST研究授業（6/１７予定）の事前研を兼ねた初任者研修公開授業 
５年生「魚のたんじょう」～メダカ倍返しプロジェクト～ 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

                             ←「先生が撮影した写真のレベルまでできるといいな。」というのを先

に言っておいて、顕微鏡の使い方を学び、iPad の撮影の仕方を知って、この授業に全員が夢中で挑みまし

た。顕微鏡って、昔は、接眼レンズに目を近づけて、「あっ！見えた見えた！」って喜んでましたが、隣の子には、

本当に見えているのか、どんな風に見えているのか分かりませんでした。ピントは合っているか、見たいもの

が中央に、鮮明に観察できているか、また、感動を共有するには、ICT 活用が効果的です。ピントを合わせ

るときは、人の目がやはり必要になりますが、今や、顕微鏡の接眼レンズに合わせるのは、タブレットのカメラ

機能のピントかもしれないと言っても過言ではありません。すぐにロイロノートで編集すれば、クラス全員が

顕微鏡で見えた観察物を素早く共有できるのですから。  

 

 

メダカの卵観察方法 
 顕微鏡のステージに、シャーレごと置くのは、NGです。レンズが水 

に浸かってしまうし、観察物がつぶれてしまう恐れがあるためです。 

そこで、１００均のチャック付き袋を使います。なるべく空気が入らな 

いようにし、卵をつぶれないように平にします。卵は固く、指でつぶそ 

うとしても結構つぶれない程頑丈にできています。 

 

理科しませんか？通信 


